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はじめに

　子どもの養育に不安を抱く母親の多いことは今日的な

現象といえるが，発達上に何らかの問題をもつ子どもの

場合には母親の不安や戸惑いは一層増強されるものと思

われる．それでも問題が身体的な側面に限られていると

きは比較的早期に発見され，医学的な所見に基づく療育

が開始されるものの，言葉の遅れや対人行動面などの問

題については一般に初期の段階における気づきは少

なく，発見が困難で対処の時期も遅くなる傾向が見受け

られる．従って発達の遅れが明確となった時点での母親

は焦燥感に駆られ，精神的安定を失ってしまうことが多

い．このような子どもの保育にあたっては母親の状態を

考慮し，子どもの発達を助長するよう働きかけると同時

に母親に対しても養育の援助が必要となろう，それに

は保育の場への参加をとうして子どもの現在の状態をあ

りのままに把握するよう促しながら，本質的な問題の理

解を求め，適切な援助行動の確立にむけて手助けするこ

とが重要である．

　こうした考えに基づいてわかくさグループでは従来よ

り母子同室制をとり，子ども，母親，保育者の相互的な

関わりの中で保育をすすめてきた．まず母親へのアプロ

ーチに際しての基本的姿勢としては，子どもが発達しつ

づける存在であり，人との触れ合いの中で二者関係を確

立させ，更にその基に集団の一員として主体的・能動的

活動を志向するといった子ども観の形成をはかるよう働

きかける必要がある1）と考える．また入室初期の段階の

母親は的確な問題把握は困難で，子どものありのままの

姿を受容できるまでには時間を要するが，問題の理解が
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なされると多少の不安や戸惑を残しながらも“子どもに

とって”という子どもの立場に立った視点がとれるよう

になり，援助行動も徐々に適切なものになっていく2）こ

とが期待できる．ともすると発達上の問題をもつ子ども

の母親は不安や戸惑い等からその関わりに消極的，否定

的態度がみられ，養育上悪循環を招きやすい．しかし，保

育者の助言や具体的な子どもへの接し方に関するモデル

呈示によって，子どもとの好ましい関係のとり方を体得

できるようになる3）ことも明らかである．

　入室初期においては保育者・子ども・母親といった三

者の関係づけが保育効果をあげる上で大きなウエイトを

占め，この時期の関わり方がその後の指導効果を左右す

るといっても過言ではなかろう．また，子どもへの側面

的な援助は子どもとその家族を受けとめ，個別理解を深

めることに発する．そして援助者の価値観が母親に理解

され，受け入れられて共感関係が形成される程にならな

ければ障害児へのアプローチは子どもの発達に容易に連

動しがたい4，ともいわれる．保育者と子どもと母親の間

がこのような状態に関係づけられることによって初めて

効果的な保育の展開をみることが出来よう．入室時は子

どもも母親も共に新しい場所や人に対して緊張感が強く

不安を抱いている．保育者はこの点に注意を払い保育集

団に慣れるように配慮しながら，母親と子ども双方の行

動を観察し，問題の本質を見極め，援助の方向を探るこ

とが重要な課題となる．

　これらの点を踏まえて母親がありのままの子どもを受

容しようとする時期でもある入室初期の重要性に鑑み，

この時期における保育者の援助行動および役割について

何らかの示唆を得ることを目的に，言葉の遅れを訴える

2ケースを取り上げ，主訴に着目しながらも問題の本質
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を探り，併せて保育者の関わり方や援助行動の望ましい

あり方について事例を通して検討する．

方　法

　東京家政大学附属障害児保育施設（通称：わかくさグ

ループ）に1990年10月入室のY．W（1歳11カ月，女児）

と，同年12月に入室したU．0（2歳1カ月，男児）の二組

の母子を対象とした．

　入室時より1カ月に亘り保育中の行動をVTRで録画

した．録画は毎回登園より昼食時まで凡そ1時間の活動

について，隣室のコントロールユニットを介し2台のカ

メラで撮影した．1台は対象児に焦点を当て表情，動き

等を網羅し，他の1台では保育室全体の様子を録画した．

後日，ビデオテープをもとに子どもの行動と母親の動き

を中心に転写し，活動の流れや内容も併せて記録した。

また，保育中の行動特徴について整理したもの，入室の

際医師並びに相談員が行う個別面接資料，発達検査（遠

城寺式・乳幼児分析的発達検査）の結果，成長・発達の

記録，成育環境等に関する個人記録（母親記載），更に

は入室時からの保育記録（保育者記載）を考察の際に資

料として用いた．

事例の概要

　事例I　W．Y（1歳11カ月・女児）

　主訴　：　言葉の遅れ

　家族構成　：　父，母，兄（5歳）

　入室までの状況　：

　頸定一3カ月（やや不安定であった）

　始歩一1歳9カ月．1歳4カ月より歩行訓練を開始す

る．1歳11カ月に3m歩く．現在まで移動はほとんど這

行で行う．

　言葉一発語は1歳6カ月，現在は一語文で「タタ（父）］

「デンキ」「コンニチワ」　「アッタ」程度である．鵬返

しの発語はよくみられる．理解語は発語より多く，言わ

れたとうりに行動することはできる．歌の真似をする，

声はよく出している．

　対人行動一現在まで人見知りはみられない．自分から

人に関わりをもつことはないが，人から働きかけられる

と応じる．最近はよく笑うようになり，表情も豊かにな

ってきている．

　その他一乳児期はあまり泣かずおとなしかった．5カ

月頃，物に手を伸ばさないことから受診し，検査の結果

CC ｬ眼球症”（左眼）が判明した．その後検査と手術の為

に入退院を繰り返す．入院後は目にみえて表情が乏しく

なり，反応も少なくなった．家庭に戻っても一人で指を

吸いながら眠ってしまうことが多かった．視力は右眼に

頼ることになったが，母親はこの子なりに見える世界で

生活して行けると考えあまり気にかけず，特別な配慮は

してこなかった．

　入室時の遠城寺式発達検査結果はDQ69であった（図

1）．とりわけ運動と言語の発達がかなり遅れている．ま

た，生活習慣にも遅れがみられるが，これは生活経験の

不足が影響しているように思われる．反面，対人関係は

年齢相応であるため，今後の関わり方次第で言語面，運

動面ともかなりの発達が期待できよう．

　運動面一這行で手押し車の所まで行き車につかまって

立ち上がる．少しの間車を押して歩いているが手を離し

て膝立ちで周りをウロウロ歩いている．這行でおもちゃ

の置いてある所まで移動し，坐り込んで手を伸ばし人形

を取り出して遊び始める．

　母の立っているスベリ台の所まで歩いていく（2～3m）

母が後で介助しスベリ台の階段を一段ずっ手をっきなが

ら足を揃えて昇る．

　遊び一A子が傍に来るとA子のすることをじっとみて

いる．A子が持っていたシャベルを箱に投げ入れると，

シャベルを目で追い箱の中から取り出して見ている．し

ばらくして箱の中に戻す．

　隣にいるB男のすることを見ている，B男がビンを振

ると（音がする）それに合わせるように自分の身体を揺

らす．B男がビンを振るたびにそれを繰り返している．

　皆で一緒に手遊びを始めるとそれに合わせて自分も身

体を動かしたり，手を動かしたりして参加する．

　出席をとる場面では，名前を呼ばれると母親に促され

て自分で手を上げる．皆が拍手をしてくれると自分も同

じように手をたたいている．他児が名前を呼ばれている

時は椅子に腰かけて周りの様子をよくみている．

　人との関わり一保育者が隣に坐りW．Yの身体に触れ

て「Y子の探していたものはあれ？」とW．Yを母親の

正面に向けて母親の手の中のビーズを指さすと，保育者

に関心は示さないが，指さされたものを見つめる．

　W．Yが積木をいじっている所に保育者が来て入り，

「ワァー」と言いながらW．Yの方に積木を押し出すと

W・Yも「アー」と声を出しながら保育者に積木を押し

返してくる．何度か繰り返してやりとりをしている．
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図1　W．Yの発達検査結果

　母親以外の人には身体に触れられると身をかわすこと

が多かったが，同室児の母親がW．Yの正面に向き合っ

て手を差し出すと手をっなぐ，保育者の言葉をかけても

声のする方を一蔑するだけであったが，人の声に注目す

るようにじっと相手をみつめるようになる．

　母親の接し方一母親がチューリングをひとつずつほめ

てW．Yの目の高さに持ち上げて声をかけると，遊んで

いる手を止めて自分のチューリングを持ち上げ母にそれ

をみせながら声を出している．

　母がW．Yの手にビンを持たせビンの中の玉を取り出

してみせ，再びビンの中に玉を戻し振る，W．Yは母親

のすることをじっとみていたが，今度は自分でビンを振

ってみる．そしてビンの中から玉をつまみ出し，それを

戻すと母親の方をみながらまた振る，母親はほほえみな

がらW．Yのすることをみている．

考　察

　本ケースは言葉の遅れと合わせて運動発達の遅れが認

められるケースである．小眼球症というハンディキャッ

プを持っているため入退院を繰り返してきたことが遅れ

を昂じさせたとも言えよう．歩行の不安定さは歩行訓練

の成果により徐々に克服されてきている．長距離の移動
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は這行が多かったり膝立ちであることが未だみられるも

のの，目標に向かって歩く場面も多少みられ，歩こうと

する気持が育っていることがうかがえる．独り歩きへの

移行期とも言えるのではないだろうか，必要な時には介

助を惜しまず，安定した歩行の確立にむけて援助するこ

とが大切であろう．自由に行動できるようになるに従い

興味や好奇心は自ずと周辺に向かい，ものや人に対して

も関心を示すようになる，遊びにも自分から取り組み目

的をもって行動するようになり，まずは模倣をとうして

活動を楽しんでいるといった様子がうかがえる．母親は

これまで「この子なりに」という捉え方で可視範囲を踏

まえた配慮は少なかったようであるが，保育者のアドバ

イスを聞き入れ子どもの見やすい位置にものを呈示した

り，音など他の感覚からの刺激を合わせて取り入れるな

どの工夫が出来るようになってきている．

　しかし，人との関わりはまだ十分に開放されていない

点は留意する必要がある．ただし指差しや声かけには本

児なりに応じる姿勢が認められ，今後に期待できる．

　現在は母親を核にして徐々に身近な人を受け入れ，関

わりの範囲や交流を拡げて行きつつある段階といえよう．

　また言葉がコミュニケーションの手段としての役割を

少しずつ獲得してきていることが，伝達のための発声・

呼びかけなどに現われている．無理をさせずその時の状

況を把握しながら，本児の視界を常に確認してやりとり

の楽しさを十分に体得させ，自発的な活動へと導いて行

くことが大切であろう．

　成長・発達の最も旺盛な時期にベッドの上での生活を

余儀なくされ，行動の制限や，刺激の乏しさなどが，諸

々の発達の遅れを生じさせたと言えよう．加えて母親の

障害に対する認識の不足も遅れを助長していたものと推

察される．今後の関わり方や経験を豊かにして行くこと

が大切であり，W．　Yの単眼という特徴を理解し，生活

上の配慮をしていくことが発達を促すためには不可欠で

あるといえよう．その具体的な方法等を母親が体得出来

るよう援助する必要があると思われる．

事例ll　　U．D（2歳1カ月・男児）

主訴　：　言葉の遅れ

家族構成　：　父，母

入室までの状況　：

頸定一4カ月

始歩一1歳1カ月

　言葉一発語は1歳1カ月，父の帰宅時に父親の顔をみ

て「バア」と言った．それ以後言葉らしき発語はない．

言われた指示にも応じることは少いが，「ちょうだい」

というと持っているものを手渡す時もある，言葉を教え

ても反応はない．

　対人行動一10カ月頃に母親の後追いをしたが今はみら

れない．自分から人に関わりを求めることはしない．同

年齢の子どもと一緒にいても殆んど交流せず，働きかけ

られても応じない．むしろ避けている．

　その他一乳児期はおとなしかった．3カ月頃には首の

出るものを示すと笑ったり，抱きあげると喜んだりして

いた．現在は一人で絵本を見たり，ミニカーで遊んでい

ることが多い．公園など人の大勢集まっている所に連れ

ていくと目的もなく走り回っていることが多い．禁止な

どは相手の顔色をみて一瞬理解できるようであるがすぐ

に同じことを繰り返してしまう．自分の要求は母親の手

を引いて目的の場所に連れていき，「ンーンー」と要求

を伝える．新しい場や人に慣れるのに時間がかかる．母

親は今この子にどのように関わって行ったら良いのかわ

からず戸惑っている．

　入室時の遠城寺式発達検査結果はDQ40であった（図

2）．全体に遅れが大きく，言語面においては殊に著しい

対人関係のとりにくさが発達の他の側面にも影響し，阻

害しているものと思われる．

　保育室での様子　：

　行動一保育室の中をキョロキョロしながら動き回って

いる，遊具棚の前で立ち止まり遊具に触れるがすぐに手

を引きまたウロウロ歩き回る，部屋の隅にいる母親の所

に行き手をっなぐと一緒に歩き回る．トランポリンにC

男が乗っているのをしばらく見ているがその場で地団駄

を踏み始める（要求が通らない時に現われる行動である

ことからU．0はトランポリンに乗りたかったと思われ

る）母親は気づかず他の所に移動する．U．0はバンバ

ンと手でトランポリンを叩き母の方をじっと見ている．

保育者が「乗ろうか」と誘いかけるがU．0は保育者の

方をチラッとみてその場から走っていく．キョロキョロ

しながら部屋の中を動き回り，母親をみっけると傍に行

き手をっなぐ．

　ドアの取手を触り，撫で回す（よく現われる行動で，

母親と手をっなぐことで満たされない状況や母親が自分

の思い通りに行動しない時などに見られる）

　出席をとる場面では，椅子に腰かけたり降りたりして
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よく動いている．椅子に腰かけている時も身体をくねらせ

たりもぞもぞしたりしている．母親が制止しても止めよ

うとしない，保育者に名前を呼ばれても素知らぬ顔をし

ている，何度も繰り返し名前を呼ばれるが，全く違う方

向を見たまま応じようとしない．

　人との関わり一母に手を引かれて椅子を取りに行く．

皆が一斉に椅子の置いてある所に向かうとU．0は母の

手を引っぱり人のいない方に行こうとする．母が無理に

皆の方に連れ戻そうと引っぱると手を離して一人で人の

いない方に走っていく．

　D男がU．0の傍に近づいてくると「びくっ」として

後ずさりし避けようとする．

　他児の母親がU．0と手をつなごうとして手を差し出

すと母に抱きつく．母はU．Oに手をつなぐように言っ

てまとわりついた手をふりほどく．再度手が差し出され

ると，さっとその場から走り去る．

　保育者がU．0の頭を撫でながら話しかけると，上目

使いにチラッと保育者を見るがすぐに母にしがみつく．

　母親の接し方一U．0が車をみつけて母に手渡すと，

母親は無言のまま受け取りすぐにそれを机の上に置く，

U．0はそれをまた取り母に手渡す，すると母親は今度

はそれを床の上に置く，U．0はそれをみてウロウロし
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始め，落ちていたブロックを拾い床に投げつけドアの所

に行く．

　坐って遊んでいるU．0の隣に母が坐り遊具の使い方

を説明し始める．U．0は聞き入れず，今までどうりの

自分のやり方で遊び続ける．

　母がU．0に遊具を渡そうとするが受け取らない．自

分で遊具を取り出しに行き，持ってきて畳の上に置く，

（保育室内の畳コーナー）母が来て隣に坐るとチラッと

母の方をみる．持っていた遊具の1つを母に手渡すとド

アの所に行き，ノブをさわり弄んでいる．

　考　察

　本ケースは言葉の遅れと行動上の問題を合わせもっケ

ースと言えよう．入室前の様子からは人との心地良い交

流の体験の少なさがうかがわれ，それが保育室における

行動にも反映されているものと思われる．緊張感や不安

感の強い様子が目的もなく室内を動き回ったり，必ずと

いってよいほど母親の姿を確認し，探して手をつなぐ行

動に現われているといえよう．また人の多い所を避けた

り，見慣れない人に対する恐怖心もみられ，閉鎖的で落

ち着きのないU．Oの状態が一層助長されているようで

ある．

　母親は集団内で唯一の頼れる存在であることは否定で

きないが，その母親もU．Oの理解者とは言い難く，U．

0の思いと母親の行動にはずれが認められ円滑な関係

が構築されていないと推察できる．それがU．0を一層

不安定にし，心を開ききれないもどかしさとなりドアの

ノブを弄ぶ行動につながるのではないだろうか，今必要

なことは母親がUOの気持に添った行動をとり，理解者

としての存在を確立することであろう．すぐに手をつな

いできたり，母親が傍にいても安心できない不安定さな

どの意味を母親自身が理解し，受け止めて行けるように

母親を援助する必要があると思われる．

　新しい場や人に対する抵抗感や不安感の強いU．0に

対し，環境に慣れ安心して活動できるようにすることを

第一義に考え，環境の調整をはかり居心地の良い状態を

保つ努力が望まれる．そのためにもまず母親に問題の本

質理解を促し，それにそった行動化をはかることが先決

である．U．0自身への直接的な働きかけは次の段階の

課題となろう．母親との関係の再構築を保育の場や人へ

の慣れを優先しながら適宜対応していくことがより良い

援助になるものと思われる．

　以上2つの事例はいずれも「言葉の遅れ」を主訴とす

るケースであるが，その背景は異なることが理解される．

言葉の遅れは発達上の問題として顕在し他児と比較され

やすいため，しばしばそれが問題にされることが多い．

しかしながらこれらの事例が示すように言葉の遅れは問

題の一っの側面である場合が殆どである．従って主訴の

みに固着せず子どもの全体像を捉えて問題を把握してい

く努力が必要であろう．本質的な問題は何かを見極める

洞察力が要求される．

　入室初期は環境の変化に伴う母親と子どもの戸惑いや

緊張感を考慮し，どのように活動を展開しているかに留

意しながら発達上の歪みや滞りの原因を探らなければな

らない．また，子ども本来の伸びようとする力を方向づ

けることが大切である．方向を志向するにあたっては母

親との関係調整や不十分な問題認識の修正がまず必要と

される．母親への助言による気づきを促すことと合わせ

て保育者自らが行動しモデルとしての役割も果たすべき

であろう，

おわりに

　わかくさグループでは，発足以来一貫して母子同室の

保育を行ってきた．発達上の問題をもつ子どもの保育に

あたっては，対象児の療育が中心となることはいうまで

もないが，なかなか順調に成長・発達を遂げない障害の

ある子どもを生んでしまったというリスクを背負ってい

る母親への援助もまた不可欠であるといえよう．母親と

子どもを共に援助して行く必要性を痛感する次第である

入室初期には特に母子同室の意義が強調され，子どもは

母親との分離不安を抱くこともなく，日常生活の延長と

して保育に参加し，母親を介して徐々に人との関わりを

拡げて行く一方，母親も保育者との接触を通して不安を

軽減し，子どもへの関わり方を次第に体得すると共に，

安定した状態で子どもに接することが出来るようになっ

て行く．このような母子の変化が本事例からも推察でき

よう．母親は子どもの問題に気づきにくく，また一方で

は遅れを認めたくないといった心情的な拒否感，そのう

ちに追いっくであろう，どうにかなるだろうといった期

待感，または問題からの逃避など，様々な屈折した気持

をもっている．これらのことは面接場面や母親の行動か

ら容易にうかがえる．しかし，これらも具体的な保育活

動場面への参加が増えることで少しずつ改善され，保育
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者や他の母親との関係の成立に従い母親自身が開放され

てゆき，自ら子どもの理解を深め子どもの問題の正しい

理解と適切な援助が出来るようになって行くことが期待

できる．以上の点を考えると，入室初期の段階では保育

者が子どもと母親を共に抱え込み，自立への援助をはか

り，個々の発達のペースなど諸々の特徴を踏まえながら

保育場面での援助を行って行く必要性を痛感させられる．

母親は環境にも慣れ，安心して活動できる場が保障され

ると意欲的に保育への参加を果すようになって子どもに

も変化が現われてくることや，子どもの成長が多少なり

とも理解された時に母親の変容がみられるといった経過

は本事例でも読みとれる．関わるものと関わられるもの

との関係の発展がその後の発達を助長していくことは明

白であり子どもと最も身近に接する母親の変容こそが家

族を含めた養育の中心におかれることは歪めないであろ

う．

　いずれにしても子どもの変化の兆しを母親が察知し，

また気づかない母親には気づきを促し，更に子どもの行

動の意味するところを読みとる力を養い，子どもの心に

添った対応が出来るよう1ど援助して行くことが肝要であ

る．子どもの行動や心の動きを感知し，子どもの心に添

った行動をとると同時に，母親の心情を汲んで養育に対

する母親の姿勢を再構築すべく援助を怠らないことが大

切である．子どもと母親のそれぞれの変化を的確に察知

し，母親の行動の成果をフィードバックして行くことで

母親も自覚して行動できるようになり，それが子どもと

の関係を好ましい方向へ導くことにもなる．入室初期は

今後の指導の糸口を見い出す時期として，更には次段階

への方向づけを確定するうえに大切であるといえる．

　ことばの遅れという同じ主訴をもっ子どもの事例にっ

いて考察をすすめてきたが，同一の問題として捉えられ

ていてもその背景はケースによって異なるものである．

初期には母親・子ども両者の行動からそれぞれの特徴を

把握し，柔軟にケースに応じて様々に関係調整をはかっ

て行く援助の大切さが示唆されよう．

　今後は継続的に事例を観察する中で，保育効果を十二

分に発揮できるよう検討を重ねて行きたい．
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